
警察庁・農林水産省と同時発表

第４次社会資本整備重点計画について 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 １ ８ 日 

総合政策局参事官(社会資本整備)付 

１．概要 

 社会資本整備重点計画法（平成１５年法律第２０号）に基づき、社会資本整備事業を重

点的、効果的かつ効率的に推進するために策定する新たな社会資本整備重点計画（第４次

計画）が本日閣議決定されました。 

新たな計画のポイントについては以下のとおりです（詳細は別添参照）。 

（１）期間 

 平成２７年度から平成３２年度まで 

（２）対象 

道路、交通安全施設、鉄道、空港、港湾、航路標識、公園・緑地、下水道、河川、砂

防、地すべり、急傾斜地、海岸及びこれら事業と一体となってその効果を増大させるた

め実施される事務又は事業 

（３）見直しのポイント 

① 厳しい財政制約の下、社会資本のストック効果が最大限に発揮されるよう、集約・

再編を含めた戦略的メンテナンス、既存施設の有効活用（賢く使う取組）に重点的に

取り組むとともに、社会資本整備の目的・役割に応じて、「安全安心インフラ」、「生

活インフラ」、「成長インフラ」について、選択と集中の徹底を図ることとしています。 

 そのため、４つの重点目標と１３の政策パッケージを設定し、計画期間に実施する

重点施策とその進捗を示す指標を明示しました。 

② 社会資本整備を支える現場の担い手・技能人材の安定的な確保・育成、現場の生産

性向上などに向けた具体的な方策を明記しました。 

③ 社会資本整備を計画的かつ着実に実施し、担い手を安定的に確保・育成するため、

安定的・持続的な公共投資の見通しの必要性を明らかにしました。 

 国土交通省としては、計画の共管省庁である警察庁・農林水産省と協力して、計画的か

つ重点的な社会資本整備に努めてまいります。 

２．閣議決定日 

平成２７年９月１８日（金） 

○お問い合わせ先

国土交通省総合政策局参事官(社会資本整備)付 

小山真人、小山健一、粉川 博、辻 陽子、近藤陽介 

TEL：(03)5253-8111（代表）（内線24208、24237） 

FAX：(03)5253-1548 

《参考資料３》
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H
2
7
年
６
月
３
日

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策

審
議
会
に
諮
問

H
2
7
年
７
月
３
日

第
４
次
「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
（
素
案
）
提
示

H
2
7
年
７
月
2
4日

第
４
次
「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
（
原
案
）
提
示

H
2
7
年
７
月
3
0日

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
都
道
府
県
の
意
見
聴
取
等

H
2
7
年
９
月
１
日

第
４
次
「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
（
案
）
提
示

H
2
7
年
９
月
1
4日

社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策
審
議
会
か
ら
答
申

H
2
7
年
９
月
1
8日

閣
議
決
定

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
に
つ
い
て

１
．
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
と
は

・
計
画
期
間
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
事
業
の
実
施
に
関
す
る
重
点
目
標

・
重
点
目
標
の
達
成
の
た
め
、
計
画
期
間
に
お
い
て
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
べ
き
社
会
資
本
整
備
事
業
の
概
要

・
社
会
資
本
整
備
事
業
を
重
点
的
・
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
措
置

等

○
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
1
5
年
法
律
第
2
0
号
）
に
基
づ
き
、
社
会
資
本
整
備
事
業
を
重
点
的
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
計
画
（
閣
議
決
定
事
項
）

○
対
象
は
、
道
路
、
交
通
安
全
施
設
、
鉄
道
、
空
港
、
港
湾
、
航
路
標
識
、
公
園
・
緑
地
、
下
水
道
、
河
川
、
砂
防
、
地

す
べ
り
、
急
傾
斜
地
及
び
海
岸
並
び
に
こ
れ
ら
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
果
を
増
大
さ
せ
る
た
め
実
施
さ
れ
る

事
務
又
は
事
業

○
第
１
次
計
画
（
平
成
1
5
～
1
9
年
度
）
、
第
２
次
計
画
（
平
成
2
0
～
2
4
年
度
）
、
第
３
次
計
画
（
平
成
2
4
～
2
8
年
度
）

○
主
な
計
画
事
項

２
．
第
４
次
計
画
の
策
定
経
緯
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社
会
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
最
大
化
を
目
指
し
た
戦
略
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

第
４
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

《
計
画
期
間
：
平
成
2
7
（
2
0
1
5
）
～
3
2
（
2
0
2
0
）
年
度
》

第
１
章
：
社
会
資
本
整
備
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
と
基
本
戦
略
の
深
化
＜
概
要
＞

２
．
持
続
可
能
な
社
会
資
本
整
備
に
向
け
た
基
本
方
針

社
会
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
徹
底

社
会
資
本
整
備
を
支
え
る
現
場
の
担
い
手
・
技
能
人
材
に
係
る
構
造
改
革
等

○
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
現
場
の
担
い
手
・技
能
人
材
の
安
定
的
な
確
保
・
育
成

○
現
場
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
構
造
改
革

○
公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
担
い
手
確
保
に
向
け
た
発
注
者
に
よ
る
取
組
の
推
進

○
社
会
資
本
整
備
に
関
わ
る
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
(メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
P
P
P
/
P
F
I等
を
担
う
人
材
）

安
定
的
・
持
続
的
な
公
共
投
資
の
見
通
し
の
必
要
性

○
過
去
の
公
共
投
資
の
急
激
な
増
減
は
、
様
々
な
弊
害
（
不
適
格
業
者
の
参
入
や
ダ
ン
ピ
ン
グ

の
多
発
、
人
材
の
離
職
等
）
を
も
た
ら
し
て
き
た

○
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
た
社
会
資
本
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
施
し
、
担
い
手
を
安
定

的
に
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
経
済
規
模
に
見
合

う
公
共
投
資
を
安
定
的
・
持
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

・
中
長
期
的
（
お
お
む
ね
1
0～
20
年
）に
目
指
す
姿
、
計
画
期
間
中
（H
3
2（
2
02
0
）年
度
ま
で
）
に
進
め
る
重
点
施
策
と
実
現
す
べ
き
数
値
目
標
等
を
策
定

時
間
軸
の
明
確
化

生
活
イ
ン
フ
ラ

国
際
戦
略
に
よ
る
競
争
力
強
化
、
民
間
事
業
者
等

と
の
連
携
強
化
を
通
じ
、
生
産
拡
大
効
果
を
高
め

る
事
業
に
重
点
化

地
域
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
・
効
率
的
な
提
供
を

確
保
し
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
事
業
に
重
点
化

南
海
ト
ラ
フ
・
首
都
直
下
地
震
や
局
地
化
・
集
中
化
・激
甚
化
し

て
い
る
雨
の
降
り
方
へ
の
対
応
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
取
組
を

総
動
員
し
、
人
命
と
財
産
を
守
る
事
業
に
重
点
化

安
全
安
心
イ
ン
フ
ラ

成
長
イ
ン
フ
ラ

国
土
形
成
計
画
（
平
成

27
年

8月
14
日
閣
議
決
定
）を
踏
ま
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
社
会
資
本
整
備
を
計
画
的
に
実
施

③
社
会
資
本
の
目
的
・
役
割
に
応
じ
た
選
択
と
集
中
の
徹
底
（
優
先
度
や
時
間
軸
を
考
慮
）

（
１
）
加
速
す
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

（
２
）
脆
弱
国
土
（
切
迫
す
る
巨
大
地
震
、
激
甚
化
す
る
気
象
災
害
）
（
３
）
人
口
減
少
に
伴
う
地
方
の
疲
弊

（
４
）
激
化
す
る
国
際
競
争

１
．
社
会
資
本
整
備
が
直
面
す
る
４
つ
の
構
造
的
課
題

①
集
約
・
再
編
を
含
め
た
既
存
施
設
の
戦
略
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
よ
る
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
の
確
保

・
中
長
期
的
に
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
縮
減
・平
準
化
（集
約
化
等
に
よ
る
規
模
の
適
正
化
を
含
む
）

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の
競
争
力
強
化

②
既
存
施
設
の
有
効
活
用
（
賢
く
使
う
取
組
）

・
既
存
施
設
の
機
能
の
最
大
化
（
例
：
羽
田
空
港
に
お
け
る
飛
行
経
路
見
直
し
に
よ
る
空
港
処
理
能
力
拡
大
等
）

・
既
存
施
設
の
機
能
の
強
化
・高
度
化
（例
：公
営
住
宅
に
お
け
る
集
約
等
に
伴
う
福
祉
施
設
の
設
置
等
）

・
既
存
施
設
の
多
機
能
化
（
例
：
下
水
処
理
場
の
上
部
空
間
を
活
用
し
た
発
電
施
設
の
整
備
等
）

経
済
再
生
と
財
政
健
全
化

P
P

P
/P

FI
の
積
極
活
用

・
2
0
1
7
年
度
の
消
費
増
税
前
後
を
含
め
、
20
20
年
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
へ
の
安
定
成
長
を
支
え
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
に
貢
献
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3
-
1
 地

域
生

活
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

・向
上

を
図

る
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
の

形
成

等
都

市
の

コ
ン

パ
ク

ト
化

と
周

辺
等

の
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

等
〇

立
地

適
正

化
計

画
を

作
成

す
る

市
町

村
数

【
H

3
2
年

：
１

５
０

市
町

村
】

〇
公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
に

居
住

し
て

い
る

人
口

割
合

【
（
地

方
都

市
圏

）
H

2
6
年

：
３

８
．

６
％

→
H

3
2
年

：
４

１
．

６
％

な
ど

】

〇
持

続
的

な
汚

水
処

理
シ

ス
テ

ム
構

築
に

向
け

た
都

道
府

県
構

想
策

定
率

【
H

2
6
：
約

２
％

→
H

3
2：

１
０

０
％

】

〇
道

路
に

よ
る

都
市

間
速

達
性

の
確

保
率

【
H

2
5
：
４

９
％

→
H

32
：約

５
５

％
】

〇
高

齢
者

施
設

、
障

害
者

施
設

、
子

育
て

支
援

施
設

等
を

併
設

し
て

い
る

1
0
0
戸

以
上

の
規

模
の

公
的

賃
貸

住
宅

団
地

の
割

合
【
H

2
5
：
１

９
％

→
H

3
2：

２
５

％
】

3
-
2
 安

心
し

て
生

活
・
移

動
で

き
る

空
間

の
確

保
（
ﾊ

ﾞﾘ
ｱ

ﾌ
ﾘ
ｰ

･ﾕ
ﾆ
ﾊ

ﾞｰ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
の

推
進

）
高

齢
者

、
障

害
者

や
子

育
て

世
代

等
が

安
心

し
て

生
活

・
移

動
で

き
る

環
境

の
実

現
〇

公
共

施
設

等
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
率

等
【
（
特

定
道

路
）
H

2
5
：
８

３
％

→
H

3
2：

１
０

０
％

な
ど

】

3
-
3
 美

し
い

景
観

・良
好

な
環

境
の

形
成

と
健

全
な

水
循

環
の

維
持

又
は

回
復

地
域

の
個

性
を

高
め

る
景

観
形

成
や

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
取

組
推

進
〇

景
観

計
画

に
基

づ
き

取
組

を
進

め
る

地
域

の
数

（
市

区
町

村
数

）
【
H

2
6
：
４

５
８

団
体

→
H

3
2：

約
７

０
０

団
体

】

〇
都

市
域

に
お

け
る

水
と

緑
の

公
的

空
間

確
保

量
【
H

2
4
：
１

２
．

８
㎡

/
人

→
H

3
2：

１
４

．
１

㎡
/人

】

〇
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

【
H

2
5
：
約

８
９

％
→

H
32

：約
９

６
％

】

3
-
4
 地

球
温

暖
化

対
策

等
の

推
進

温
室

効
果

ｶ
ﾞｽ

排
出

量
の

削
減

等
「
緩

和
策

※
1
」
と

、
地

球
温

暖
化

に
よ

る
様

々
な

影
響

に
対

処
す

る
「
適

応
策

※
2
」
の

推
進

※
1

都
市

緑
化

、
建

築
物

へ
の

L
E
D

導
入

、
ﾓ
ｰ

ﾀ
ﾞﾙ

ｼ
ﾌ
ﾄ等

※
2

水
害

・
土

砂
災

害
対

策
等

〇
都

市
緑

化
等

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
吸

収
量

【
H

2
5
：
約

１
１

１
万

ｔ-
C

O
２
/
年

→
H

3
2：

約
１

１
９

万
ｔ-

C
O

２
/
年

】

〇
下

水
汚

泥
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
率

【
H

2
5
：
約

１
５

％
→

H
3
2：

約
３

０
％

】

第
４
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

第
２
章
：
社
会
資
本
整
備
の
目
指
す
姿
と
計
画
期
間
に
お
け
る
重
点
目
標
、
事
業
の
概
要

第
３
章
：
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
方
策
＜
概
要
＞

重
点
目
標
１
社
会
資
本
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
･
更
新
を
行
う

重
点
目
標
３
人
口
減
少
･
高
齢
化
等
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る

重
点
目
標
２
災
害
特
性
や
地
域
の
脆
弱
性
に
応
じ
て
災
害
等
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

2
-
1
 切

迫
す

る
巨

大
地

震
・津

波
や

大
規

模
噴

火
に

対
す

る
リ

ス
ク

の
低

減
南

海
ト

ラ
フ

地
震

・
首

都
直

下
地

震
等

へ
の

重
点

的
な

対
応

〇
公

共
土

木
施

設
等

の
耐

震
化

率
等

【
（
緊

急
輸

送
道

路
上

の
橋

梁
の

耐
震

化
率

）
H

2
5
：７

５
％

→
H

32
：８

１
％

な
ど

】

〇
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
の

面
積

【
H

2
6
：
４

，
５

４
７

ｈ
ａ
→

H
32

：お
お

む
ね

解
消

】

〇
市

街
地

等
の

幹
線

道
路

の
無

電
柱

化
率

【
H

2
6
：
１

６
％

→
H

3
2：

２
０

％
】

〇
南

海
ト
ラ

フ
巨

大
地

震
・
首

都
直

下
地

震
等

の
大

規
模

地
震

が
想

定
さ

れ
て

い
る

地
域

等
に

お
け

る
河

川
堤

防
・
海

岸
堤

防
等

の
整

備
率

及
び

水
門

・
樋

門
等

の
耐

震
化

率
【
（
河

川
堤

防
）
H

2
6
：
約

３
７

％
→

H
3
2：

約
７

５
％

、
（
海

岸
堤

防
等

）
H

2
6
：
約

３
９

％
→

H
3
2：

約
６

９
％

、
（
水

門
・樋

門
等

）
H

2
6
：
約

３
２

％
→

H
3
2：

約
７

７
％

】

〇
最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
・
高

潮
に

対
応

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

・
公

表
し

、
住

民
の

防
災

意
識

向
上

に
つ

な
が

る
訓

練
（
机

上
訓

練
、

情
報

伝
達

訓
練

等
）
を

実
施

し
た

市
区

町
村

の
割

合
【

H
2
6
：
０

％
→

H
3
2
：
１

０
０

％
】

2
-
2
 激

甚
化

す
る

気
象

災
害

に
対

す
る

リ
ス

ク
の

低
減

頻
発

・
激

甚
化

す
る

水
害

・土
砂

災
害

へ
の

対
応

の
強

化
〇

人
口

・
資

産
集

積
地

区
等

に
お

け
る

河
川

整
備

計
画

目
標

相
当

の
洪

水
に

対
す

る
河

川
の

整
備

率
及

び
下

水
道

に
よ

る
都

市
浸

水
対

策
達

成
率

【
（
河

川
整

備
率

・
国

管
理

）
H

2
6
：約

７
１

％
→

H
3
2：

約
７

６
％

、
（県

管
理

）
H

26
：約

５
５

％
→

H
3
2：

約
６

０
％

、
（
下

水
道

）
H

2
6
：
約

５
６

％
→

H
3
2：

約
６

２
％

】

〇
最

大
ク

ラ
ス

の
洪

水
・
内

水
、

津
波

・
高

潮
に

対
応

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

・
公

表
し

、
住

民
の

防
災

意
識

向
上

に
つ

な
が

る
訓

練
（
机

上
訓

練
、

情
報

伝
達

訓
練

等
）
を

実
施

し
た

市
区

町
村

の
割

合
【
H

2
6
：
-

→
H

3
2
：
１

０
０

％
】

〇
最

大
ク

ラ
ス

の
洪

水
等

に
対

応
し

た
避

難
確

保
・
浸

水
防

止
措

置
を

講
じ

た
地

下
街

等
の

数
【
H

2
6
：
０

→
H

3
2：

約
９

０
０

】

〇
要

配
慮

者
利

用
施

設
、

防
災

拠
点

を
保

全
し

、
人

命
を

守
る

土
砂

災
害

対
策

実
施

率
【
H

2
6
：
約

３
７

％
→

H
3
2：

約
４

１
％

】

〇
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

に
関

す
る

基
礎

調
査

結
果

の
公

表
及

び
区

域
指

定
数

【
（
公

表
）
H

2
6
：
約

４
２

万
区

域
→

H
31

：約
６

５
万

区
域

、
（
指

定
）

H
2
6
：
約

４
０

万
区

域
→

H
3
2：

約
６

３
万

区
域

】

2
-
3
 災

害
発

生
時

の
リ

ス
ク

の
低

減
の

た
め

の
危

機
管

理
対

策
の

強
化

T
E
C

-
F
O

R
C

E
の

充
実

・
強

化
や

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

※
の

導
入

促
進

※
関

係
者

が
事

前
に

と
る

べ
き

防
災

行
動

を
時

系
列

で
整

理
し

た
も

の

〇
T

E
C

-
F
O

R
C

E
と

連
携

し
訓

練
を

実
施

し
た

都
道

府
県

数
【
H

2
6
：
１

７
都

道
府

県
→

H
32

：４
７

都
道

府
県

】
〇

国
管

理
河

川
に

お
け

る
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

策
定

数
【
H

2
6
：
１

４
８

市
区

町
村

→
H

3
2：

７
３

０
市

区
町

村
】

〇
国

際
戦

略
港

湾
・
国

際
拠

点
港

湾
・
重

要
港

湾
に

お
け

る
港

湾
の

事
業

継
続

計
画

（
港

湾
B

C
P
）
が

策
定

さ
れ

て
い

る
港

湾
の

割
合

【
H

2
6
：
３

６
％

→
H

28
：１

０
０

％
】

2
-
4
 陸

・
海

・
空

の
交

通
安

全
の

確
保

道
路

、
鉄

道
、

海
上

、
航

空
に

お
け

る
交

通
事

故
の

抑
止

〇
道

路
交

通
に

お
け

る
死

傷
事

故
の

抑
止

【
（
信

号
機

の
改

良
等

に
よ

る
死

傷
事

故
の

抑
止

件
数

）
H

3
2
年

度
ま

で
に

約
2
7
,0

0
0
件

/
年

抑
止

な
ど

】

〇
ホ

ー
ム

ド
ア

の
整

備
駅

数
【
H

2
5
：
５

８
３

駅
→

H
3
2：

８
０

０
駅

】

1
-
1
 ﾒ

ﾝ
ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

の
構

築
に

よ
る

安
全

・
安

心
の

確
保

と
ﾄｰ

ﾀ
ﾙ

ｺ
ｽ

ﾄの
縮

減
・平

準
化

の
両

立
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

の
構

築
と

着
実

な
実

行
に

よ
り

、
規

模
の

適
正

化
を

図
り

つ
つ

機
能

の
高

度
化

を
実

現
〇

個
別

施
設

ご
と

の
長

寿
命

化
計

画
（
個

別
施

設
計

画
）
の

策
定

率
【
各

施
設

分
野

に
お

い
て

１
０

０
％

を
目

指
す

】

1
-
2
 ﾒ

ﾝ
ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

技
術

の
向

上
と

ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

産
業

の
競

争
力

の
強

化
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

に
係

る
技

術
者

の
確

保
・
育

成
や

新
技

術
の

開
発

・
導

入
の

推
進

〇
現

場
実

証
に

よ
り

評
価

さ
れ

た
新

技
術

数
【
H

2
6
：
７

０
件

→
H

3
0：

２
０

０
件

】

4
-
1
 大

都
市

圏
の

国
際

競
争

力
の

強
化

世
界

に
伍

す
る

都
市

環
境

の
形

成
や

国
際

空
港

・港
湾

の
機

能
強

化
〇

特
定

都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

に
お

け
る

国
際

競
争

力
強

化
に

資
す

る
都

市
開

発
事

業
の

完
了

数
【
H

2
6
：
８

→
H

3
2
：
４

６
】

〇
三

大
都

市
圏

環
状

道
路

整
備

率
【
H

2
6
：
６

８
％

→
 H

3
2
：
約

８
０

％
】

〇
首

都
圏

空
港

の
国

際
線

就
航

都
市

数
【
H

2
5
年

：
８

８
都

市
→

H
3
2年

：
ア

ジ
ア

主
要

空
港

並
み

】

〇
国

際
コ

ン
テ

ナ
戦

略
港

湾
へ

寄
港

す
る

基
幹

航
路

の
便

数
【
（
北

米
航

路
）
H

3
0
：デ

イ
リ

ー
寄

港
を

維
持

・
拡

大
な

ど
】

4
-
2
 地

方
圏

の
産

業
・
観

光
投

資
を

誘
発

す
る

都
市

・地
域

づ
く
り

の
推

進
企

業
の

地
方

移
転

を
含

む
民

間
投

資
の

誘
発

に
資

す
る

交
通

ﾈ
ｯﾄ

ﾜ
ｰ
ｸの

強
化

等
の

社
会

資
本

の
重

点
的

整
備

〇
道

路
に

よ
る

都
市

間
速

達
性

の
確

保
率

【
H

2
5
：
４

９
％

→
H

32
：約

５
５

％
】

〇
海

上
貨

物
輸

送
コ

ス
ト
低

減
効

果
（
対

平
成

2
5
年

度
総

輸
送

コ
ス

ト
）

【
（
国

内
）
H

3
2
：
約

３
％

、
（
国

際
）

H
3
2
：
約

５
％

】

〇
全

国
の

港
湾

か
ら

ク
ル

ー
ズ

船
で

入
国

す
る

外
国

人
旅

客
数

【
H

2
6
年

：
４

１
．

６
万

人
→

H
3
2年

：
１

０
０

万
人

】

〇
水

辺
の

賑
わ

い
創

出
に

向
け

、
水

辺
と

ま
ち

が
一

体
と

な
っ

た
取

組
を

実
施

し
た

市
区

町
村

の
割

合
【
H

26
：２

５
％

→
H

32
：５

０
％

】

〇
民

間
ﾋ
ﾞｼ

ﾞﾈ
ｽ
機

会
の

拡
大

を
図

る
地

方
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ
の

P
P
P
/
P
F
I 

地
域

ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ

ﾑ
の

形
成

数
【
H

2
6
：
０

→
H

3
2：

８
】

4
-
3
 我

が
国

の
優

れ
た

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

の
海

外
展

開
官

民
連

携
に

よ
る

交
通

・
都

市
開

発
関

連
の

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

の
海

外
展

開
の

推
進

〇
我

が
国

企
業

の
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
関

連
海

外
受

注
高

【
（
建

設
業

）
H

2
2
年

：
１

兆
円

→
H

3
2年

：
２

兆
円

な
ど

】

重
点
目
標
４
民
間
投
資
を
誘
発
し
、
経
済
成
長
を
支
え
る
基
盤
を
強
化
す
る

○
４

つ
の

重
点

目
標

と
１

３
の

政
策

パ
ッ

ケ
ー

ジ
、

そ
れ

ぞ
れ

に
K

P
Iを

設
定

○
政

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ご
と

に
、

現
状

と
課

題
、

中
長

期
的

な
目

指
す

姿
、

計
画

期
間

に
お

け
る

重
点

施
策

、
K

P
Iを

体
系

化

多
様

な
効

果
を

勘
案

し
た

公
共

事
業

評
価

等
の

実
施

／
政

策
間

連
携

、
国

と
地

方
公

共
団

体
の

連
携

の
強

化
／

社
会

資
本

整
備

へ
の

多
様

な
主

体
の

参
画

と
透

明
性

・公
平

性
の

確
保

／
社

会
資

本
整

備
に

関
す

る
情

報
基

盤
の

強
化

／
効

果
的

・
効

率
的

な
社

会
資

本
整

備
の

た
め

の
技

術
研

究
開

発
の

推
進

／
地

方
ブ

ロ
ッ

ク
に

お
け

る
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
の

策
定

／
重

点
計

画
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

第
３

章
：
計

画
の

実
効

性
を

確
保

す
る

方
策

第
２

章
：
社

会
資

本
整

備
の

目
指

す
姿

と
計

画
期

間
に

お
け

る
重

点
目

標
、

事
業

の
概

要

※
K
P

Iに
関

す
る

【
】
内

の
表

記
に

つ
い

て
、

「
年

」
と

記
載

あ
る

も
の

は
「暦

年
」
で

あ
り

、
そ

れ
以

外
は

「
年

度
」
で

あ
る

。

4



重
点
目
標
１
社
会
資
本
の
戦
略
的
維
持
管
理
・
更
新
を
行
う

新
技
術
導
入
や
予
防
保
全

等
で
山
を
低
く
す
る

計
画
的
な
取
組

に
よ
り
平
準
化

事
後
保
全
型
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト

縮
減
・
平
準
化
イ
メ
ー
ジ

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
：
A＞

B）

A

B

■
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化

○
個
別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画
（個
別
施
設
計
画
）
の
策
定
率
【
各
施
設
分
野
に
お
い
て
１
０
０
％
を
目
指
す
】

1
-
1
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
の
両
立

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
と
着
実
な
実
行
に
よ
り
、
規
模
の
適
正
化
を
図
り
つ
つ
機
能
の
高
度
化
を
実
現

1
-
2
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
向
上
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の
競
争
力
強
化

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
技
術
者
の
確
保
・
育
成
や
新
技
術
の
開
発
・
導
入
の
推
進

■
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築

個
別
施
設
計
画
を
核
と
し
て
、
点
検
・
診
断
、
修
繕
・
更
新
、

情
報
の
記
録
・
活
用
と
い
っ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
構
築

点
検
・
診
断

個
別
施
設
計
画

修
繕
・
更
新

情
報
の
記
録
・
活
用

○
健
全
度
や
、
利

用
状
況
、
重
要
度

等
を
踏
ま
え
て
必

要
な
修
繕
・
更
新

の
効
果
的
・
効
率

的
な
実
施
を
計
画

○
点
検
・
診
断
、
修
繕
・
更
新
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
順
次
情
報
を
収
集

○
地
方
公
共
団
体
等
も
含
め
、
一
元
的
な
集
約
化
を
図
る

○
蓄
積
・
集
約
化
し
た
情
報
を
利
活
用

○
日
常
点
検
、
法
定
点
検
を
確
実
に

実
施

＜
縮
減
・
平
準
化
イ
メ
ー
ジ
＞

○
計
画
に
基
づ
き
、
修
繕
・
更
新
を
確

実
に
実
施

凡
例
：
Ｋ
Ｐ
Ｉ

■
国
、
研
究
機
関
等
に
よ
る
技
術
的
支
援

道
路
（
橋
梁
）
に
お
い
て
点
検
・
診
断

の
技
術
的
支
援
を
行
っ
た
例

宮
崎
県
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議

■
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
」に
よ
る

地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
事
例

■
維
持
管
理
に
関
す
る
研
修
実
施
等
に
よ
る
技
術
力
向
上

河
川
管
理
実
務
者
研
修
の
様
子

港
湾
に
お
け
る
維
持
管
理
の
研
修
の
様
子

H
2
8
年
度
ま
で
に
長
寿
命
化
行
動
計
画
策
定

H
3
2
年
度
ま
で
に
個
別
施
設
計
画
策
定

○
現
場
実
証
に
よ
り
評
価
さ
れ
た
新
技
術
数
【
H
2
6
：
７
０
件
→
H
3
0：
２
０
０
件
】

■
次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
現
場
検
証
の
実
施
（
重
点
３
分
野
：橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
水
中
）

▼
施
策
の
フ
ロ
ー

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
（
仮
称
）
の
設
置
等

に
よ
り
、
セ
ン
サ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
非
破
壊
検
査
等
の
技

術
研
究
開
発
や
異
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
促
進

▼
従
来
点
検
の
様
子

▼
先
進
的
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
の
例

橋
梁
点
検

ト
ン
ネ
ル
点
検

高
精
度

M
M

S
レ
ー
ザ
を
用
い
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
３
次
元
計
測
技
術
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重
点
目
標
２
災
害
特
性
や
地
域
の
脆
弱
性
に
応
じ
て
災
害
等
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

2
-
1
切
迫
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
や
大
規
模
噴
火
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
低
減

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地
震
等
へ
の
重
点
的
な
対
応

2
-
2
激
甚
化
す
る
気
象
災
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
低
減

頻
発
・
激
甚
化
す
る
水
害
・
土
砂
災
害
へ
の
対
応
の
強
化

2
-
3
災
害
発
生
時
の
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
の
危
機
管
理
対
策
の
強
化

T
E
C
-
F
O
R
C
E
の
充
実
・
強
化
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
※
1
の
導
入
促
進

○
人
口
・
資
産
集
積
地
区
等
に
お
け
る
河
川
整
備
計
画
目
標
相
当
の
洪
水
に
対
す
る
河
川
の
整
備
率
及
び
下
水
道
に
よ
る
都
市

浸
水
対
策
達
成
率
【（
河
川
整
備
率
・
国
管
理
）
H
2
6：
約
７
１
％
→
H
3
2：
約
７
６
％
、
（
県
管
理
）
H
2
6：
約
５
５
％
→
H
3
2：
約
６

０
％
、
（
下
水
道
）
H
2
6
：
約
５
６
％
→
H
32
：
約
６
２
％
】

○
最
大
ク
ラ
ス
の
洪
水
・
内
水
、
津
波
・
高
潮
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
公
表
し
、
住
民
の
防
災
意
識
向
上
に
つ
な
が

る
訓
練
（
机
上
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
等
）
を
実
施
し
た
市
区
町
村
の
割
合
【
H
2
6
：
-
→
H
3
2
：
１
０
０
％
】

○
最
大
ク
ラ
ス
の
洪
水
等
に
対
応
し
た
避
難
確
保
・
浸
水
防
止
措
置
を
講
じ
た
地
下
街
等
の
数
【
H
2
6
：
０
→
H
3
2
：
約
９
０
０
】

○
要
配
慮
者
利
用
施
設
、
防
災
拠
点
を
保
全
し
、
人
命
を
守
る
土
砂
災
害
対
策
実
施
率
【
H
2
6
：
約
３
７
％
→
H
3
2
：約
４
１
％
】

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
関
す
る
基
礎
調
査
結
果
の
公
表
及
び
区
域
指
定
数

【
（
公
表
）
H
2
6
：
約
４
２
万
区
域
→
H
3
1
：
約
６
５
万
区
域
、
（
指
定
）
H
2
6
：
約
４
０
万
区
域
→
H
32
：
約
６
３
万
区
域
】

○
T
E
C
-
F
O
R
C
E
と
連
携
し
訓
練
を
実
施
し
た
都
道
府
県
数
【
H
2
6
：
１
７
都
道
府
県
→
H
32
：４
７
都
道
府
県
】

○
国
管
理
河
川
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
数
【
H
2
6
：
１
４
８
市
区
町
村
→
H
3
2：
７
３
０
市
区
町
村
】

○
国
際
戦
略
港
湾
・
国
際
拠
点
港
湾
・
重
要
港
湾
に
お
け
る
港
湾
の
事
業
継
続
計
画
（港
湾
B
C
P
）が
策
定
さ
れ
て
い
る
港

湾
の
割
合
【
H
2
6
：
３
６
％
→
H
28
：１
０
０
％
】

■
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
防
災
行
動
の
推
進

■
公
共
土
木
施
設
の
耐
震
化
の
推
進

■
T
E
C
-
F
O
R
C
E
に
よ
る

被
災
調
査
等
の
技
術
支
援

■
水
害
対
策
の
推
進
【
河
川
堤
防
の
整
備
】

■
土
砂
災
害
対
策
の
推
進

■
地
下
街
の
浸
水
対
策
の
推
進

凡
例
：
Ｋ
Ｐ
Ｉ

■
無
電
柱
化
の
推
進

■
津
波
対
策
の
推
進

■
大
規
模
噴
火
に
対
す
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
推
進

■
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
)の
策
定

港
湾
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
会

止
水
板

地
下
鉄
の
浸
水

（
H

15
.7
博
多
駅
） ■
下
水
道
に
よ
る
都
市
浸
水
対
策
の
推
進

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
イ
メ
ー
ジ

広
島
土
砂
災
害
に
お
け
る
被
災
調
査

■
密
集
市
街
地
の
改
善
整
備

＜
電
柱
の
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
＞

下
水
道
に
よ
る
雨
水
貯
留
管
の
整
備
（名
古
屋
市
）

平
成
2
6
年
8
月
豪
雨
で
も
機
能
を
発
揮
（
広
島
市
大
町
地
区
）

緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
や

主
要
鉄
道
路
線
等
の
耐
震
化

■
陸
海
空
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

代
替
性
・
多
重
性
の
確
保

発
生
頻
度
の
高
い
降
雨
等
に

対
す
る
堤
防
等
の
整
備
推
進

阿
武
隈
川

改
正
水
防
法
に
よ
る
浸
水
防
止
対
策
の
強
化

危
険
区
域
の
明
示
や
警
戒
避
難
体
制
の
確
立
等

の
ソ
フ
ト
と
一
体
と
な
っ
た
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進

沼
津
港
海
岸

改
良
後

改
良
前

監
視
操
作
卓

和
歌
山
下
津
港
海
岸

沼
津
港
海
岸

海
岸
堤
防
等
の
整
備
（
計
画
高
ま
で
の
整
備
と
耐
震
化
）
や

水
門
等
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
を
推
進

○
公
共
土
木
施
設
等
の
耐
震
化
率
等
【
（
緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
の
耐
震
化
率
）
H
25
：
７
５
％
→
H
3
2
：８
１
％
な
ど
】

○
地
震
時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街
地
の
面
積
【
H
2
6
：
４
，
５
４
７
h
a→
H
3
2
：
お
お
む
ね
解
消
】

○
市
街
地
等
の
幹
線
道
路
の
無
電
柱
化
率
【
H
2
6
：
１
６
％
→
H
3
2
：
２
０
％
】

○
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
等
の
大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
等
に
お
け
る
河
川
堤
防
・海
岸
堤
防
等
の

整
備
率
及
び
水
門
・
樋
門
等
の
耐
震
化
率
【
（
河
川
堤
防
）
H
2
6
：
約
３
７
％
→
H
3
2
：
約
７
５
％
、
（
海
岸
堤
防
等
）
H
26
：
約
３
９
％

→
H
3
2
：
約
６
９
％
、
（
水
門
・
樋
門
等
）
H
2
6
：
約
３
２
％
→
H
3
2
：
約
７
７
％
】

○
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
・
高
潮
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
公
表
し
、
住
民
の
防
災
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
訓
練
（机
上

訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
等
）を
実
施
し
た
市
区
町
村
の
割
合
【
H
2
6
：
０
％
→
H
3
2
：
１
０
０
％
】

改
正
下
水
道
法
に
よ
る
民
間

と
も
連
携
し
た
下
水
道
に
よ
る

浸
水
対
策
の
強
化

地
震
時
等
に
著
し
く
危
険
な

密
集
市
街
地
約
4
,5
0
0
㏊
を

お
お
む
ね
解
消

○
道
路
交
通
に
お
け
る
死
傷
事
故
の
抑
止

・
信
号
機
の
改
良
等
に
よ
る
死
傷
事
故
の
抑
止
件
数
【
H
3
2年
度
ま
で
に
約
27
,0
0
0
件
/
年
抑
止
】

・
生
活
道
路
に
お
け
る
ハ
ン
プ
の
設
置
等
に
よ
る
死
傷
事
故
抑
止
率
【
H
3
2
：H
2
6
年
比
約
３
割
抑
止
】

○
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
駅
数
【
H
2
5
：
５
８
３
駅
→
H
3
2
：
８
０
０
駅
】

2
-
4
陸
・
海
・
空
の
交
通
安
全
の
確
保

道
路
・
鉄
道
・
海
上
・
航
空
に
お
け
る
交
通
事
故
の
抑
止

■
船
舶
航
行
の
安
全
確
保

■
信
号
機
等
の
改
良
に
よ
る
事
故
の
抑
止

信
号
灯
器
の
L
E
D
化
、
信
号
交
差
点
の
歩
車

分
離
化
、
信
号
機
の
多
現
示
化
等
の
推
進

■
ハ
ン
プ
※
2
の
設
置

■
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備

※
2
車
の
速
度
抑
制
対
策
と
し
て
、
道
路
を
凸
型
の
路
面
と
し
、
事
前
に
こ
れ
を
見
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
こ
と
を
狙
っ
た
も
の

※
1
関
係
者
が
事
前
に
と
る
べ
き
防
災
行
動
を
時
系
列
で
整
理
し
た
も
の
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重
点
目
標
３
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る

○
景
観
計
画
に
基
づ
き
取
組
を
進
め
る
地
域
の
数
（市
区
町
村
数
）

【
H
2
6
：
４
５
８
団
体
→
H
3
2
：
約
７
０
０
団
体
】

○
都
市
域
に
お
け
る
水
と
緑
の
公
的
空
間
確
保
量

【
H
2
4
：
１
２
．
８
㎡
/
人
→
H
3
2：
１
４
．
１
㎡
/
人
】

○
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
【H
2
5
：約
８
９
％
→
H
3
2
：約
９
６
％
】

○
立
地
適
正
化
計
画
を
作
成
す
る
市
町
村
数
【
H
3
2
：
１
５
０
市
町
村
】
○
公
共
交
通
の
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
る
人
口
割
合
【
（
地
方
都
市
圏
）

H
2
6
：
３
８
．
６
％
→
H
3
2
：
４
１
．
６
％
な
ど
】
○
持
続
的
な
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
都
道
府
県
構
想
策
定
率
【
H
2
6
：
約
２
％
→
H
3
2
：
１
０
０
％
】

○
道
路
に
よ
る
都
市
間
速
達
性
の
確
保
率
【
H
2
5
：
４
９
％
→
H
3
2
：
約
５
５
％
】

○
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、
子
育
て
支
援
施
設
等
を
併
設
し
て
い
る
10
0
戸
以
上
の
規
模
の
公
的
賃
貸
住
宅
団
地
の
割
合
【
H
2
5
：
１
９
％
→
H
3
2
：
２
５
％
】

3
-
1
地
域
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
等

都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
周
辺
等
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等

3
-
3
美
し
い
景
観
・
良
好
な
環
境
の
形
成
と

健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復

地
域
の
個
性
を
高
め
る
景
観
形
成
と
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組
推
進

○
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率
等

【
（
特
定
道
路
）
H
2
5
：
８
３
％
→
H
3
2：
１
０
０
％
な
ど
】

3
-
4
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
等
「
緩
和
策
」
と
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
様
々
な
影
響
に
対
処
す
る
「
適
応
策
の
推
進
」

○
都
市
緑
化
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
【
H
2
5
：
約
１
１
１
万
ｔ-
C
O
２
/
年
→
H
3
2
：約
１
１
９
万
ｔ-
C
O
２
/
年
】

○
下
水
汚
泥
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
率
【
H
2
5
：
約
１
５
％
→
H
3
2：
約
３
０
％
】

■
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
積
拠
点
の
形
成
と
連
携
に
よ
る
経
済
・
生
活
圏
の
形
成

■
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
の
展
開
、
公
的
賃
貸
住
宅
団
地

の
再
生
・
福
祉
拠
点
化

■
道
の
駅
等
の
活
用
に
よ
る
拠
点
の
形
成

「
美
山

ふ
れ
あ

い
広
場

」
（
京

都
府

南
丹

市
）

■
都
市
緑
化
の
推
進

■
下
水
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

●
●
公
園
（
●
●
市
）

凡
例
：
Ｋ
Ｐ
Ｉ

●
●
公
園
（
●
●
市
）

柏
市
豊
四
季
台
団
地
に
お
け
る
事
例

3
-
2
安
心
し
て
生
活
・
移
動
で
き
る
空
間
の
確
保
(ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｱ
ﾌ
ﾘ
ｰ
･
ﾕ
ﾆ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｻ
ﾙ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞｲ
ﾝの
推
進
)

高
齢
者
、
障
害
者
や
子
育
て
世
代
等
が
安
心
し
て
生
活
・
移
動
で
き
る
環
境
の
実
現

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
車
い
す
サ
ポ
ー
ト
体
験
等
）

歩
行
空
間

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
公
共
交
通
の
再
編

公
共
交
通
の
確
保

居
住
を
誘
導
す
る
区
域
内
に

居
住
す
る
人
々
の
都
市
機
能

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
確
保

公
共
交
通
の
確
保

居
住
を
誘
導
す
る
区
域
内
に

居
住
す
る
人
々
の
都
市
機
能

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
確
保

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
誘
導

医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
都
市
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
的
に
提
供

居
住
の
誘
導

人
口
減
少
の
中
に
あ
っ
て
も
一
定
エ
リ
ア
に

お
い
て
人
口
密
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
的

に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
居
住
を
誘
導

河
川
流
出

水
利
用

水
処
理

浸
透

貯
水

降
水

蒸
発

■
健
全
な
水
循
環
の

維
持
又
は
回
復

メ
タ
ン
ガ
ス
を
市
バ
ス
へ
供
給

健
康
づ
く
り
と
憩
い
の
場

緑
豊
か
な
路
・
公
園

車
い
す
も
ベ
ビ
ー
カ
ー

も
移
動
し
や
す
い
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た

め
の
地
域
福
祉
医
療
拠
点

高
齢
者
の
住
ま
い
と
多
様
な
在

宅
医
療
・
看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
拠
点

地
域
の
中
に
高
齢
者
の
多
様
な

活
躍
の
場
を
作
る
こ
と
に
よ
り

生
き
が
い
就
労
を
創
成

商
業
・
生
活
利
便

施
設
ゾ
ー
ン

Ｕ
Ｒ
団
地

公
園

自
転
車
歩
行
者
専
用
道

［
医
療
福
祉
拠
点
の
形
成
の
イ
メ
ー
ジ
］

な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
（
大
阪
市
）

■
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
・
拠
点
の
連
携
確
保

佐
久
総
合
病
院

【
第
三
次
救
急
医
療
施
設
】

※
地
域
唯
一
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

圏
域
人
口

41
万
人

を
カ
バ

ー

※
人

口
は

20
14
年

（
平

成
26
年

）
現
在

市
町
村
の
人
口
規
模

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
緊
急
医
療
体
制
等
を
構
築

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾟｸ
ﾄｼ
ﾃ
ｨの
形
成
を
目
指
す
市
町
村
へ
の
支
援
強
化

平
均
的
利
用
者
３
千
人
/
日
以
上

の
旅
客
施
設
や
、
多
数
の
高
齢

者
や
障
害
者
等
が
徒
歩
で
移
動

す
る
経
路
（
特
定
道
路
）等
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
重
点
整
備

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
据
え
た
公
共
施
設
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

■
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

貨
物
駅

港
港

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
か
ら
、
よ
り

C
O
２
排
出
量
の
少
な
い

鉄
道
輸
送
・
内
航
海
運
輸
送
に
輸
送
手
段
を
変
更

貨
物
駅

■
良
好
な
景
観
・
環
境
の
形
成

神
門
通
り
（
島
根
県
出
雲
市
）

大
手
門
通
り
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
の
取
組

の
推
進
（
多
自
然
川
づ
く
り
、

緑
の
防
潮
堤
、
延
焼
防
止
等

の
機
能
を
有
す
る
公
園
緑
地

の
整
備
等
）

地
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
景
観
形
成
等
を
推
進

■
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・創
出
・管
理
（
都
市
に
お
け
る
水
と
緑
の
確
保
等
）

座
間
谷
戸
山
公
園
（
神
奈
川
県
座
間
市
）
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重
点
目
標
４
民
間
投
資
を
誘
発
し
、
経
済
成
長
を
支
え
る
基
盤
を
強
化
す
る

○
道
路
に
よ
る
都
市
間
速
達
性
の
確
保
率
【
H
2
5
：
４
９
％
→
H
32
：約
５
５
％
】

○
海
上
貨
物
輸
送
コ
ス
ト
低
減
効
果
（
対
平
成
25
年
度
総
輸
送
コ
ス
ト
）

【
(国
内
)H
3
2
：
約
３
％
、
（
国
際
)H
3
2：
約
５
％
】

○
全
国
の
港
湾
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
で
入
国
す
る
外
国
人
旅
客
数
【
H
2
6
：
４
１
．
６
万
人
→
H
32
：１
０
０
万
人
】

○
水
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、
水
辺
と
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
実
施
し
た
市
区
町
村
の
割
合

【
H
2
6
：
２
５
％
→
H
3
2：
５
０
％
】

○
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
拡
大
を
図
る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ
ル
の
P
P
P
/P
F
I地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
数

【
H
2
6
：
０
→
H
3
2：
８
ブ
ロ
ッ
ク
】

○
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
に
お
け
る
国
際
競
争
力
強
化
に
資
す
る
都
市
開
発
事
業
の
事
業
完
了
数

【
H
2
6
：
８
→
H
3
2：
46
】

○
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
整
備
率
【
H
2
6
：
6
8％
→
H
3
2：
約
8
0％
】

○
首
都
圏
空
港
の
国
際
線
就
航
都
市
数
【
H
2
5
：
8
8
都
市
→
H
32
：ア
ジ
ア
主
要
空
港
並
み
】

○
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
へ
寄
港
す
る
基
幹
航
路
の
便
数

【
（
北
米
航
路
）
H
3
0
：デ
イ
リ
ー
寄
港
を
維
持
・
拡
大
な
ど
】

4
-
1
大
都
市
圏
の
国
際
競
争
力
の
強
化

世
界
に
伍
す
る
都
市
環
境
の
形
成
や
国
際
空
港
・
港
湾
の
機
能
強
化

4
-
2
地
方
圏
の
産
業
・
観
光
投
資
を
誘
発
す
る
都
市
・
地
域
づ
く
り
の
推
進

企
業
の
地
方
移
転
を
含
む
民
間
投
資
の
誘
発
に
資
す
る
交
通
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜｰ
ｸ
の
強
化
等
の

社
会
資
本
の
重
点
的
整
備

■
大
都
市
の
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
基
盤
整
備

■
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

（
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備
等
）

■
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
の
機
能
強
化

■
地
方
圏
の
観
光
を
支
え
る

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
の
改
善

■
整
備
新
幹
線
の
整
備

■
地
域
の
拠
点
空
港
等
の
機
能
強
化

■
地
域
経
済
を
支
え
る
海
上
輸
送
網
の
形
成

海
外
積
出
港

二
次
輸
送

（
内
航
船
）

複
数
港
寄
り

（
大
型
船
）

大
型
船
に
よ
る
大
量
輸
送

（
複
数
企
業
に
よ
る

ば
ら
積
み
貨
物
の
相
積
み
等
）

拠
点
港

連
携
港

連
携
港

：
鉄
鉱
石

：
石
炭

：
穀
物

【
拠
点
と
な
る
港
湾
を
核
と
し
た
海
上
輸
送
網
の
イ
メ
ー
ジ
】

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾

（
那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
事
業
）

○
南
風
運
用
の
割
合

運
用
全
体
の
約

40
％

（
年
間
平
均
）

○
南
風
時
新
経
路
の

運
用
時
間

15
:0

0～
19

:0
0 

（
切
替
時
間

1時
間
を
含
む
）

■
国
際
拠
点
空
港
の
機
能
強
化

・
新
潟
県
村
上
市
で
は
、
高
速
道
路

の
開
通
を
見
越
し
て
航
空
内
装
品

の
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
、
地
元
か
ら
大
量
雇
用
が
実
現

1.
60

1.
29

1.
23

1.
24

1.
40

1.
62

1.
81

1.
63

2.
05

2.
06

2.
50

2.
94

0.
00

1.
00

2.
00

3.
00

4.
00

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

＜
村
上
市
の
高
卒
求
人
倍
率
＞

村
上
市

新
潟
県

県
内
平
均
の
約
２
倍
で
推
移

■
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

日
沿
道
の
開
通
に
よ
り
民
間
投
資
を
喚
起

・
関
西
空
港
・
伊
丹
空
港
に
お
け
る
H
2
7
年
度
中
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
現

・
中
部
国
際
空
港
の
エ
プ
ロ
ン
整
備
を
H
28
年
度
末
の
供
用
開
始
に

向
け
実
施

・
京
浜
港
、
阪
神
港
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
船
大
型
化
に

対
応
し
た
大
水
深
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
な

ど
、
「
集
貨
」
「
創
貨
」
「
競
争
力
強
化
」
を
推
進

■
地
方
空
港
を
活
用
し
た

航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化

4
-
3
我
が
国
の
優
れ
た
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開

官
民
連
携
に
よ
る
交
通
・
都
市
開
発
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
海
外
展
開
の
推
進

○
我
が
国
企
業
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
関
連
海
外
受
注
高
【
(建
設
業
)H
2
2
：
１
兆
円
→
H
3
2
：２
兆
円
な
ど
】

■
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開

（
株
）
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
（
J
O
IN
）
を
活
用
し
た
企
業
支
援
等

着
工
区
間
の
完
成
・
開
業
に
向
け
た

着
実
な
整
備

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
や
バ
イ
パ
ス
、

ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
な
ど
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
よ
り
民

間
の
投
資
を
喚
起

ｼ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾙ

3
,
3
8
7

1
5
5

京
浜
港

7
7
5

2
0
3

阪
神
港

5
0
6

2
2
4

釜
山

1
,
8
6
5

1
0
5
 
 
 

上
海

3
,
5
2
9

1
1

港
湾
取
扱
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
個
数

（
単
位
：
万
個
）

2
0
1
4
年
（
上
段
）

1
9
8
4
年
（
下
段
）

深
圳

2
,
4
0
4

―

広
州

1
,
6
4
1

―

寧
波
-
舟
山

1
,
9
4
3

―

青
島

1
6
7
0

―
 

※

※

香
港

2
,
2
2
8

2
1
1
 
 

ア
ジ

ア
主

要
港

の
コ

ン
テ
ナ

取
扱

個
数

ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
外
国
人
入
国
者
数
（
概
数
）

環
状
２
号
線
の
整
備
と
容
積
率
緩
和
等

に
よ
り
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
を
含
む
複
数
の
民

間
都
市
開
発
事
業
（
約
4
,0
0
0
億
円
の
建

設
投
資
）
を
誘
発
し
、
都
市
の
国
際
競
争

力
を
強
化

・
国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
生
活
環
境
の
整
備

■
道
路
や
水
辺
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
等
に
よ
る

既
存
の
社
会
資
本
の
最
大
活
用

国
内
線

LC
C
旅
客
数
推
移
と

LC
C
旅
客
数
シ
ェ
ア

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
首

都
圏
空
港
の
空
港
処
理

能
力
を
約
８
万
回
拡
大

（
既
存
施
設
を
賢
く
使
う

取
組
）

羽
田
空
港
に
お
け
る
飛

行
経
路
見
直
し

成
田
空
港
に
お
け
る
高

速
離
脱
誘
導
路
の
整
備

等

凡
例
：
Ｋ
Ｐ
Ｉ

虎
ノ
門
一
丁
目

地
区

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ

虎
ノ
門
・
愛
宕
地
区

出
典
：
東
京
発
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
・
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
特

区
【
国
家
戦

略
特
区

東
京
都
提
案

書
】
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社会資本整備重点計画について 
 
 
 

平成２７年９月１８日 
閣 議 決 定 

 
 
 
 
 
 
 社会資本整備重点計画法（平成１５年法律第２０号）第４条に規定する社

会資本整備重点計画を、平成２７年度から平成３２年度までを計画期間とし

て、別冊のとおり定める。 

 

  

9



  

  

10



1 
2 

11



3 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

4 

12



5 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

6 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

13



7 
8 

  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

14



9 

 

10
 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

15



11
 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

12
 

 

16



13
 

   

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

14
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

17



15
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

16
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

18



17
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

18
 

19



19
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

20
 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

20



21
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

22
 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

21



23
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

24
 

22



25
 

26
 

23



27
 

28
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

24



29
 

30
 

25



31
 

32
 

26



33
 

 

34
 

27



 

35
 

 

36
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

28



 

37
 

 

38
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

29



 

39
 

 

40
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

 
 

 

30



 

41
 

 

42
 

31



 

43
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

 

 

44
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

32



 

45
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

46
 

33



 

47
 

 

48
 

34



 

49
 

 

50
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 
 

35



 

51
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

52
 

36



 

53
 

 

54
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

37



 

55
 

 

56
 

38



 

57
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

58
 

39



 

59
 

 

60
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

40



 

61
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 
 

 

62
 

41



 

63
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

 
 

 

 

64
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

42



 

65
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

 
 

 

66
 

43



 

67
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

 
 

 

 

68
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

44



 

69
 

 

70
 

45



 

71
 

 

72
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

46



 

73
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

 

 

74
 

47



 

75
 

 

76
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

48



 

77
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

78
 

49



 

79
 

 

80
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

50



 

81
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 

82
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

80
 

 

51



 

83
 

 

84
 

52



 

85
 

 
 

86
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

53



 
 

87
 

 
 

88
 

54



 
 

89
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

 

 
 

90
 

55



 
 

91
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

 
 

92
 

56




